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本
議
案
は
、
公
立
甲
賀
病
院
の
経

営
形
態
を
地
方
独
立
行
政
法
人
に

移
行
す
る
た
め
の
規
約
改
正
で
あ

り
一
部
事
務
組
合
を
構
成
す
る
甲

賀
市
と
し
て
議
決
を
必
要
と
す
る

も
の
で
す
。 

昭
和
１４
年
産
業
組
合
病
院
と
し

て
設
立
・
開
院
さ
れ
、
昭
和
５６
年

に
は
現
在
の
公
立
甲
賀
病
院
に
名

称
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
院
以
来

７５
年
間
、
甲
賀
医
療
圏
域
の
中
核

病
院
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
病
院
の
頭
に
公
立
と

名
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
甲
賀
市

と
湖
南
市
を
母
体
に
、
滋
賀
県
内
で

は
唯
一
の
一
部
事
務
組
合
に
よ
る

公
立
病
院
で
す
。
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
清
水
院
長
が
「
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
病
院
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
６３
年

に
は
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
か

ら
優
良
病
院
と
し
て
表
彰
も
さ
れ

て
い
ま
す
。 

自
治
体
病
院
の
役
割
は
、
そ
の
倫

理
綱
領
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
「
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
福
祉

行
政
の
中
心
的
役
割
」
「
国
の
行
政

責
任
の
補
完
・
地
域
医
療
確
保
の
役

割
」
「
研
修
・
教
育
機
関
と
し
て
の

役
割
」「
広
域
的
医
療
提
供
の
役
割
」

「
地
域
の
中
核
的
医
療
」
「
高
度
・

先
駆
的
医
療
」
「
政
策
・
行
政
的
医

療
」「
特
殊
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
不
採

算
医
療
」
な
ど
に
あ
り
ま
す
。 

提
案
説
明
で
は
、
公
立
病
院
と
し

て
の
機
能
を
維
持
し
、
よ
り
良
い
病

院
と
な
る
た
め
の
経
営
形
態
の
見

直
し
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま

す
が
、
公
的
医
療
機
関
の
役
割
が
地

方
独
立
行
政
法
人
移
行
に
よ
っ
て

損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の

必
要
な
事
務
及
び
事
業
」
と
規
定
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
議
会
議
員

を
対
象
に
初
め
て
開
か
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
独
法
化
に
む
け
て
の
勉
強
会

で
は
、
委
託
を
受
け
た
業
者
資
料
に

は
「
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
地
方

公
共
団
体
が
必
ず
し
も
行
う
必
要

が
な
い
事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
、

事
実
そ
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
懸
念
す
る
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

経
営
の
自
由
度
が
高
ま
り
、
迅
速

な
対
応
が
可
能
に
な
り
、
医
師
確
保

も
容
易
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
効
率
的
・
効
果

的
経
営
を
優
先
さ
せ
る
な
ら
ば
、
不

採
算
と
な
る
診
療
科
及
び
事
業
が

縮
小
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

期
間
、
現
行
条
件
を
引
き
継
ぐ
、
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
一
定

の
機
関
で
あ
り
、
法
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
職
員
は
、
非
公
務
員
と

な
り
、
職
員
定
数
や
給
与
・
退
職
金

な
ど
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
法
人
が

独
自
基
準
で
対
応
す
る
、
と
な
っ
て

い
る
だ
け
に
現
行
の
基
準
が
永
続

的
に
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

設
置
団
体
の
長
が
「
中
期
目
標
」

を
決
め
る
の
で
公
共
性
は
担
保
さ

れ
る
と
の
説
明
で
し
た
が
、
日
常
的

に
は
法
人
が
業
務
運
営
の
主
体
を

担
い
、
人
事
や
予
算
執
行
に
あ
た
っ

て
も
法
人
独
自
の
意
思
決
定
が
反

映
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
会
計
上
も
、
現
行
の
単
年
度
予

算
主
義
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
組

合
議
会
も
こ
の
中
期
目
標
に
対
す

る
議
決
は
あ
っ
て
も
、
予
算
に
関
す

る
議
決
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
間
の
説
明
の
中
で
、
公
立
病

院
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
ら
な
い
、

市
民
に
と
っ
て
も
影
響
が
な
い
、
と

強
調
さ
れ
ま
す
が
、
だ
っ
た
ら
、
い

ま
な
ぜ
経
営
形
態
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
、
と
な
り
ま
す
。
そ
の

背
景
に
、
政
府
が
進
め
る
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
こ
と

は
明
白
で
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
全
国
の
公
立
病
院
の
経
営
形
態

見
直
し
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し

た
病
院
の
経
営
は
ど
う
な
っ
た
か
。

そ
の
あ
り
様
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

全
国
独
立
行
政
法
人
病
院
協
議
会

の
資
料
で
は
「
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
通

り
で
は
な
か
っ
た
」
が
２
割
、
「
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
」
が
６
割
と
い

う
結
果
が
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
一

番
は
「
業
務
量
の
増
大
で
忙
し
く
な

っ
た
」
「
移
行
準
備
に
費
用
が
か
さ

み
す
ぎ
た
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
出
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
慎
重
な
対

応
を
す
る
べ
き
で
す
。
独
法
化
移
行

に
つ
い
て
は
、
未
来
創
造
委
員
会
が

示
し
た
答
申
を
受
け
て
、
こ
の
間
、

甲
賀
病
院
組
合
議
会
で
も
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
結
論
を
出
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
方

向
性
を
確
認
し
た
と
い
う
点
で
は
、

２９
年
度
予
算
で
独
法
化
に
む
け
て

コ
ン
サ
ル
委
託
料
が
可
決
さ
れ
た

こ
と
、
と
い
う
説
明
で
し
た
。
ま
し

て
や
甲
賀
市
議
会
で
は
、
改
選
後
の

新
議
員
を
対
象
に
一
時
間
足
ら
ず

の
勉
強
会
が
開
か
れ
た
だ
け
で
、
今

回
の
規
約
の
一
部
改
正
が
議
案
と

し
て
だ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

甲
賀
保
健
医
療
圏
域
の
な
か
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
病
院

だ
け
に
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
市
民
が
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
も
っ
と
多

面
的
な
検
証
を
行
う
時
間
の
確
保

も
必
要
で
す
。 

 

以
上
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
反

対
討
論
と
し
ま
す
。 

 

懸
念
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。 

確
か
に
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法

第
二
条
で
「
住
民
の
生
活
、
地
域
社

会
及
び
地
域
経
済
の
安
定
等
の
公

共
上
の
見
地
か
ら
そ
の
地
域
に
お

い
て
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

 

１２
月
甲
賀
市
議
会
で
は
、
公
立
甲
賀
病
院
の
運
営
形
態
を
現
在
の
一
部
事
務
組
合
の
運
営
形
態
か
ら
地
方
独
立
行

政
法
人
に
移
行
す
る
た
め
の
規
約
改
正
が
議
案
と
し
て
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は

山
岡
光
広
議
員
が
次
の
よ
う
な
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
組
合
議
会
で
の
小
西
議
員
の
討
論
は
裏
面
に
。 

 日本共産党甲賀市議員団は仕事始めの４日早朝、市役所前で訴

えるとともに、午後から３人揃って市内をまわり「憲法９条守ろ

う」「市民のいのちと暮らしを守ろう」と街頭から訴えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
回
の
議
案
は
公
立
甲
賀
病
院
の
経

営
形
態
を
独
立
行
政
法
人
に
移
行
す
る

た
め
の
定
款
の
制
定
で
す
。 

最
初
に
、
全
国
の
公
立
病
院
を
め
ぐ

る
動
き
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。 

政
府
の
低
医
療
費
政
策
の
も
と
で
出

さ
れ
た
総
務
省
の
２
０
０
７
年
の
公
立

病
院
の
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
２
０
１

５
年
、
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
以
後
、
公
立
病
院
の
統
廃
合
、
経
営

形
態
の
見
直
し
、
そ
し
て
民
間
へ
の
売

却
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
総
務

省
の
新
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
心
的

な
内
容
は
、
一
つ
は
経
営
効
率
化
、
二

つ
目
は
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
三
つ
目

は
経
営
形
態
の
見
直
し
で
す
。 

 

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
２
０
１
５

年
、
平
成
２７
年
３
月
よ
り
、
公
立
甲
賀

病
院
未
来
創
造
委
員
会
に
お
い
て
、
病

院
の
今
後
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、
平

成
２８
年
３
月
２４
日
に
経
営
形
態
を
地

方
独
立
行
政
法
人
化
と
す
る
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
公
立
甲
賀
病
院
の
甲
賀
医
療
圏

で
の
役
割
に
つ
い
て
の
べ
ま
す
。 

公
立
甲
賀
病
院
は
昭
和
14
年
に
産
業
組

合
立
病
院
と
し
て
創
設
さ
れ
、
昭
和
27

年
よ
り
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が

経
営
す
る
公
営
病
院
と
な
り
、
現
在
は
、

甲
賀
市
と
湖
南
市
が
共
同
で
運
営
す
る

県
内
唯
一
の
公
立
病
院
で
、
平
成
25
年

４
月
１
日
に
新
築
移
転
し
、
甲
賀
保
健

医
療
圏
の
中
核
的
病
院
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
地
域
に
不
足
す
る
医
療
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
地
域
の

医
療
機
関
や
行
政
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
公
平
・
公
正
な
利
用
を
提
供

し
、
地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進

を
図
り
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
民
間
の
医
療
機
関
で
は
取
り

組
み
に
く
い
医
療
分
野
や
、
不
採
算
分

野
も
担
い
、
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
日
の
医
療
情
勢
の
も
と
、
甲
賀
医

療
圏
の
公
共
の
福
祉
の
増
進
、
医
療
と

命
を
守
る 

今
後
の
公
立
甲
賀
病
院
の
役
割
は
い
っ

そ
う
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
立
場
か
ら
以
下
反
対
理
由

難
に
し
て
い
る
根
本
的
な
原
因
は
、
政

府
の
低
医
療
費
政
策
の
も
と
で
の
た
び

重
な
る
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
、
格

差
・
貧
困
が
広
が
る
中
で
の
窓
口
負
担

増
と
そ
れ
に
伴
う
受
診
抑
制
、
地
方
交

付
税
減
額
の
し
わ
寄
せ
、
医
療
政
策
の

失
政
に
よ
る
医
師
不
足
問
題
な
ど
が
あ

る
と
い
う
の
は
根
本
問
題
で
す
。 

「
現
行
制
度
よ
り 

経
営
の
自
由
度

が
高
く
、
責
任
体
制
が
明
確
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
問
題
点
と
し

て
、
経
営
効
率
を
最
優
先
し
、
自
治
体

の
公
的
責
任
を
失
わ
れ
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
、
縮
小
・
廃
止
に
つ
な
が
る
、

議
会
の
関
与
が
で
き
な
く
な
り
住
民
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
な
く
な
る
、
病
院
職

員
の
身
分
や
労
働
条
件
の
変
更
も
一
方

的
に
お
こ
な
え
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
移
行
後
の
保
障

が
担
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

全
国
独
立
行
政
法
人
病
院
協
議
会
の

資
料
で
は
、「
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
通
り
で

な
か
っ
た
」
が
２
割
、「
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
」
が
6
割
と
い
う
結
果
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
、
課

題
は
全
国
の
様
々
な
実
例
か
ら
も
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
十
分
は
検
討
と
関
係
者
で
の
時

間
を
か
け
た
議
論
と
検
証
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

第
三
に
、
先
ほ
ど
の
議
案
質
疑
で
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
理
事
長
、

監
事
は
管
理
者
が
任
命
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
管
理
者
に
権
限
が
集
中
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
議

会
、
ひ
い
て
は
市
民
の
関
与
が
極
め
て

限
定
さ
れ
る
こ
と
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

大
き
く
後
退
す
る
こ
と
で
す
。 

公
立
甲
賀
病
院
の
役
割
、
市
民
の
期

待
は
大
き
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
時
間
を
か
け
て
多

面
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
を
指
摘
し
て

反
対
討
論
と
し
ま
す
。 

を
述
べ
ま
す
。 

第
一
に
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て

市
民
、
議
会
へ
の
説
明
が
極
め
て
不
十

分
な
ま
ま
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

今
日
、
市
民
に
も
、
議
会
に
も
十
分

な
説
明
が
な
い
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
不
安
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
、
改
め
て

公
的
医
療
と
自
治
体
病
院
の
役
割
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
自
治
体

病
院
の
倫
理
綱
領
の
中
で
も
、
そ
の
使

命
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自

治
体
病
院
の
役
割
で
あ
る
公
的
医
療
の

提
供
に
は
、
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・

福
祉
行
政
の
中
心
的
役
割
、
国
の
行
政

責
任
の
補
完
、
地
域
医
療
の
確
保
の
役

割
、
研
修
・
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
、

公
益
的
医
療
提
供
の
役
割
、
地
域
の
中

核
的
医
療
、
高
度
先
駆
的
医
療
、
政
策

行
政
的
医
療
、
特
殊
医
療
セ
ン
タ
ー
、

不
採
算
医
療
な
ど
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
役
割
を
担
っ
て
き
た
市
民

の
財
産
で
あ
る
公
立
甲
賀
病
院
の
法
人

化
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
両
市
議
会

で
は
「
勉
強
会
」
が
一
度
開
催
さ
れ
た

の
み
で
、
市
民
に
は
広
報
誌
で
の
説
明

程
度
で
、
十
分
な
説
明
と
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
独
立
行
政
法
人
化
あ

り
き
で
な
く
、
広
く
市
民
、
議
会
で
の

説
明
と
議
論
が
必
要
で
す
。 

第
二
に
、
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割

が
維
持
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
懸

念
で
す
。
市
議
会
の
勉
強
会
の
資
料
で

は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
地
方
公

共
団
体
が
必
ず
し
も
行
う
必
要
が
な
い

事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
わ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し

て
、
独
立
行
政
法
人
化
そ
の
も
の
に
対

し
て
の
多
面
的
で
十
分
な
検
証
が
必
要

で
す
。
今
日
の
自
治
体
病
院
経
営
を
困

 

１２
月
２６
日
開
か
れ
た
公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
で
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
移
行
に
向
け
て
、
甲
賀
病
院
定
款
の
一
部
改
定
議

案
及
び
新
た
に
設
置
す
る
評
価
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
日
本
共
産
党
の
小

西
喜
代
次
議
員
が
次
の
よ
う
な
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
採
決
で
は
、
１０
名
の
議
員
中
議
長
を
除
く
７
名
が
賛
成
。
反
対
し
た

の
は
、
日
本
共
産
党
の
小
西
議
員
と
無
会
派
の
田
中
喜
克
議
員
だ
け
で
し
た
。 

「地方独立行政法人法」とは… 
 

 （目的） 

第一条 この法律は、地方独立行政法人の

運営その他制度の基本となる事項を定め、

地方独立行政法人制度の確立並びに地方独

立行政法人が公共上の見地から行う事務及

び事業の確実な実施を図り、もって住民の

生活の安定並びに地域社会及び地域経済の

健全な発展に資することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「地方独立行政

法人」とは、住民の生活、地域社会及び地

域経済の安定等の公共性の見地からその地

域において確実に実施されることが必要な

事務及び事業であって、地方公共団体が自

ら主体となって直接に実施する必要のない

もののうち、民間の主体にゆだねた場合に

は、必ずしも実施されない恐れがあるもの

と地方公共団体が認めるものを効率的かつ

効果的に行わせることを目的として、この

法律の定めるところにより地方公共団体が

設立する法人をいう。 

地方独立行政法人に移行すれば 

議会の関与は少なくなります 
運営形態が地方独立行政法人に移行すれ

ば、独法化後は議会の関与が現状より少な

くなります。予算議決はなくなり、９月の

事業報告のみとなります。 
  

職員は「非公務員型」に 
 職員は「非公務員」となります。「処遇に

大きな変化はない」と説明しますが、独法

化移行後の基本は「法人が決める」となっ

ているために職員の処遇が必ずしも引き継

がれるものではありません。 


